ている のか もしれ ない。 あるいは また いわゆる 現代 思 

ばくぜん 

想と 称せら るる 漠然とした ものの なんらかの 具象的 発 

現で あるか もしれ ない。 これに ついては 軽卒な 批判 を 

避けなければ ならない。 

しかし ここで 私の 考えて みたい と 思う 事 は、 そうい 

う 大多数の 行為の 是非の 問題ではなくて、 そういう 一 

般 乗客の 傾向から 必然の 結果と して 起こる 電車 混雑の 

律動に 関する 科学的 あるいは 数理 的の 問題で ある。 

問題 を 簡単に する ために、 次の ような 場合 を 考えて 

みる。 すなわち、 ある 終点から ある 一定 時間 ごとに 発 

車す る 電車が、 皆 一様な 速 g で 進行し、 また 途中の 停 



留所 でも 一 定時 間 だけ 停車す るよう に 規定され たと す 

る。 もし この 規定が 完全に 実行 されれば、 その 線路の 

上の 任意の 一 点 を 電車が 相次いで 通過す る 時間 間隔 は、 

やはり どれ も 同一で なければ ならない。 しかるに 実際 

上 は、 避くべからざる 雑多の 複雑な 偶然 的 原因の ため 

に、 この 一定で あるべき 間隔に 少しずつの 異同 を 生じ、 

理想的に はたと えば T であるべき 間隔が DAT となる。 

この AT は 正負 大小 種々 であって、 いわゆる ガウ 

スの 誤差 方 則、 または 類似の 方 則に よって 分布され る 

ものであろう。 平たく 言えば 早す ぎ るの やお そ すぎ る 

さくそうこう た い 

のが いろいろに 錯綜 交代して 来る わけで ある。 それに 



かかわらず 平均の 間隔 はや はり T である 事 はもち ろん 

である。 すなわち AT の 総和 は 零になる わけで あ 

る。 

ある 停留所に 電車が 到着す る 時刻の 齟齬の 状況 は、 

もし 個々 の 車の 速度なら びに 停留 時間の 平均 誤差が 与 

えられれば、 容易に 計算す る 事が できる が、 要するに 

出発点からの 距離が 大きく なるほど 大きくな るの は 明 

らか である。 だいたい において は 出発点からの 距離の 

平方根に 比例す ると 見て 大差 は あるまい。 

大小 種々 な 時間 誤差 AT がどうい う 順序に 相次 

いで 起こる かとい うこと もや はり また 一種の 「偶然の 



方 則」 に 支配され る。 この 方 則 は あまり 簡単で ない が 

まず だいたい において は 平均 三 台 目 か 四 台 目 ごとに 目 

立 つ て 早す ぎる もの あるいは おそす ぎる ものが 来る 事 

になる ので ある。 

以上 は 乗客と いう 因子 を 全然 度外視しての 議論で あ 

るが、 次に この 因子 を 考慮に 加える と、 どうなる かと 

いう 問題に 移る。 

乗客が 単位 時間 内に 一 つの 停留所に 集まって 来る 割 

合 は、 だいたい において は それぞれの 時刻と 場所に よ 

りおのお の 一定の 平均値 (たとえば n) があって、 実 

際 上 はや はり その 平均値の 近くに 偶然 的 変異 を 示す も 



のと 考えても 不都合 はない。 そうすると 一 つの 電車が 

収容すべき 人数 は、 平均 上、 すぐ 前の 電車 甲が そこ を 

発車して からの 経過 時間に 比例す る ものと 考えても い 

い。 それでもし 甲の 電車が 平均より a だけ 早く 出た 後 

に 来た 乙 電車が b だけお そく 発車す ると、 乙 電車 は 平 

均よりも n(a + b) だけ 多くの 人 を 収容し なければ な 

ら ない 事になる。 

あまり 詳しい 計算な ど は 略して、 ごく 概略に 考えて 

も、 要するに 少しお くれて 停留所に 来た 車 は、 少し 早 

めに そこに 来た 車よりも 統計的に 多数の 乗客 を 収容し 

なければ ならない 事 は 明らかで ある。 



これ は、 言う ま でもな く， J の 乙 電車が 次の 停留所に 

着すべき 時間 を 遅らせる。 従って 次の 停留所で その 遅 

刻の ためによ けいに 収容し なければ ならない 前述の 

nb の 数 を 増加させる。 その 結果 はさら に 循環 的に、 

その 次の 停留所に 着く 時刻 を 遅らせる、 and so on で、 

この 乙 電車の 混雑 はだん だんに 増す ばかりで ある。 最 

ベ きすう 

も 簡単な 理想的の 場合 だと、 停車 回数に 等しい 羃 数で 

収容 人数が 増加す る わけで ある。 実際に は 車の 容量に 

制限され るから、 そう 無制限に は 増さないだろう が、 

ともかくも、 「込んだ 車 はます ます 込む ような 傾向 を 

もつ」 という 結論に はたい した 誤謬 はない はずで ある。 



この のろわれた 乙 電車の 次に 来る 丙 電車 はどうで あ 

るか、 この 丙 電車が 第一の 停留所に 来る 時刻が 規定の 

時間 どおりであった とすると、 前の 乙 電車が b 時間 遅 

れて くれたお かげで、 平均より は nb だけ 少ない 人数 

を 収容 すれば よい ことになる。 もし この 丙 電車が 規定 

ょリ C 時間 遅れた としても、 乙が 遅れなかった 場合よ 

り はや はり nb だけ 過剰 収容 数が 減る わけで ある。 も 

し 丙が 規定より C だけ 早ければ、 この 電車 は n(b + c) 

だけ 少ない 人数 を 収容した だけで 発車が できる。 この 

結果 はどうな るか。 これ は 明らかに 乙 丙 電車の 間隔 を 

次第 次第に 減少し、 従って 乙の 混雑と 丙の 空虚 をます 



ろから 数十 分 間 巣 鴨 三 田 間 を 往復す る 電車に ついて 行 

なった 観測の 結果 を 次に 掲げて みょう。 表 中の 時刻 は、 

同 停留所から 南へ 一 町ぐ らいの 一 定点 を 通過す る 時 を 

読んだ ものである。 時間の 下に 付した 符号 は 乗客の 多 

少を 示す もので、 これ はほんの 見当 だけの ものである。 

〇 は いわゆる 普通の 満員、 △ は 座席 は ほぼ 満員 だが つ 

り 皮 は 大部分す いている 程度、 X は 空席の 多い いわ ゆ 

るガラ アキの ものである。 ◎ は 極端な 満員、 XX は 二 

三人ぐ らいし かいない もの を 示す。 



m 分 



id 



南 行 


五分 間 
車 数 


北 行 


五分 間 
車 数 






時分 秒 
7 5 & 40 O 
58 18 O 


1 






<] X O 






4 


T 23 O 

S S . A 


2 


n お x 








15 43 A 
16 19 X 

16 31 XX 
17 li X 
18 お X 


5 




i 


22 U X 
23 15 X 
24 35 X 




20 52 X 
31 48 XX 
23 as X 








37 IS O 

28 38 XX 

29 21 O 




32 45 X 
34 33 A 




33 44 X 




3S 22 X 


3 


38 34 A 

39 5 XX 


2 



五分 K 平均 a. 3 平均 2.<l 



この 表で 見る と、 たとえば 五分 ごとに 通る 車 数 はか 

なりの 変化が あるに かかわらず、 その 平均 数 は 北行 南 



行と もに ほぼ 同様で、 約 二分 半に 一台の 割合で ある。 

しかし 実際の 個々 の 時間 間隔 は、 南行の 最初に おける 

十 一 分 三 秒 プラスと いう 極端から、 わずか 十一 一秒と い 

う 短い 極端まで 変化して いる。 しかして 多少の 除外例 

は あるに しても、 だいたい において 長い 間隔の 後に は 

比較的 混雑した 車が 来る 事、 短い 間隔の 後に はすいた 

車が 来る 事が わかる だろう。 

今 これら 各種の 間隔の 頻 度に ついて 統計して み 

ると 次のと おりで ある。 

四 分 以上 4 回 | 二分 以下 



三分 以上 9 回 | 一分 以下 

：： 回 

二分 以上 は 回 | 四十 秒 以下 

LO 回 

これで わかる ように、 間隔の 回数から 言う と、 長い 

間隔の 数 はいった いに 少なくて、 短い ものが 多い。 全 

体 三十 八 間隔の 中で、 四 分 以上の もの は 四 回、 すな わ 

ち 全体の 約 一割ぐ らいの ものである。 しかし ここで 誤 

解して ならない 事 は、 乗客が これらの 長短 間隔の いず 

チヤ ン ス 

れに 遭遇す る 機会が 多い かとい う 問題と なると、 これ 

は 別物になる ので ある。 この 点 を 明らかにす るに は、 



各 間隔の 回数に、 その 間隔の 時間 を 乗じた 積の 和 を 比 

較 してみ なければ ならない。 今 試みに 間隔 を 一 分 ごと 

に 区別 分類して、 各 区分 内の 間隔 回数に その 区分の 平 

均 時間 数 を 乗じた ものの 和 を 求めて みると、 かりに 五 

分 以上の 間隔 を 度外視して 計算して みても、 二分 以下 

の ものに 対して 二分 以上 五分までの ものの この 積分の 

比 は 二三、 五と 四 六、 五すな わち 約 一と 二の 比になる。 

もし これに 時々 起こる 五分 以上の 間隔 を 加えて 計算す 

ると、 この 懸隔 はさら に 著しくなる。 

マ J れは何 を 意味す るか。 

個々 の 乗客が 全く 偶然 的に 一 つの 停留所に 到着した 



ときに、 ある 特別な 間隔に 遭遇 するとい う 確 率 は、 

あらゆる 種類の 間隔 時間と その 回数との 相乗積の 総和 

に対する その 特別な 間隔の 回数と 時間との 積の 比で 与 

えられる。 そこでた とえば 前の 例に つ いて 言えば 一 一分 

以下の 間隔に 飛び込む 機会 は 三度に 一度で、 二分 以上 

五分までの 長い 間隔に ぶっかる ほう は 三度に 一 一度の 割 

合になる。 実際 は 五分 以上の ものが 勘定に 加わる から 

おそらく この 割合 は 四 度に 三度ぐ らいになる 場合が 多 

いだろうと 思われる。 (停留所で 待つ 時間の 確率 を 論 

じる に は、 もう 少し 立ち入る 必要が あるが、 これ は 略 

して 述べない。) 以上 はた だ 一 例に 過ぎない が、 私の 観 



ために 採るべき 方法 は 理論 上から は 簡単で ある。 第一 

に は 電車 の 車掌な り 監督な りが 、 定員 の 励行 を 強行す 

る 事 も 必要で あるが、 それよりも、 乗客 自身が、 行き 

当たった 最初の 車に どうで も 乗る という 要求 をい くぶ 

ん でも 控えて、 三十 秒ない し 二分ぐ らいの 貴重な 時間 

を 犠牲に しても、 次の すいた 電車に 乗る ような 方針 を 

とる のが 捷径，" である。 これが ために 失われた 三十 秒 

ないし 一 一分の 埋め合わせ はお そらく 目的地に 着く 前に 

すでにつ いてし まいそうに 思われる。 

しかし 満員 電車 をき らう か 好く か は 「趣味」 の 問題 

であろうから、 多数の 乗客が もし 満員 電車に 先 を 争つ 



像 もで きない。 従ってな おさらの 事 この 二つの 方針 あ 

るい は 流儀の 是非 善悪 を 判断す る 事 は 非常に 困難に な 

る。 

これ はお そらく だれに もむ つかしい 問題であろう。 

おそらく これ も 議論に はならない 「趣味」 の 問題 かも 

しれない。 私 はた だついで ながら 電車の 問題と よく 似 

た 問題が 他に も あると いう 事に 注意 を 促したい と 思う 

までで ある。 

(大正 十 一 年 九月、 思想) 
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